
  

地域密着型サービス 運営推進会議 記録 

事業所名 デイサービスセンターすみれ 

所在地 豊見城市字渡嘉敷１５０番地 

サービス種類 認知症対応型通所介護 

開催日時 令和 6年 5月 27日（月） １４：００～１５：００ 

開催場所 おもととよみの杜 2階ふれあいホール 

出席者 

 

 

 

計 9名 

利用者 1名 

利用者の家族 3名  

地域住民の代表 1名（嘉数地区民生委員） 

地域包括支援センターの職員 1 名（地域包括支援センター友愛 

社会福祉士） 

知見を有する者 1名（ケアハウスひまわり施設長） 

事業所の職員２名（管理者）・（生活相談員） 

議題 

 

利用実績及び活動報告 

報告事項 ・実績報告 

（地域別、年代別、日常生活自立度別、要介護度別、職員の研修

実施状況については資料提供） 

・職員の研修状況（資料提供） 

・ヒヤリハット、インシデント報告 

・デイサービス行事報告 

・認知症高齢者等見守り SOSネットワークの登録状況 

・独り歩きの事例紹介 

評価 

感想 等 

・作業療法士の関わり状況は？ 

→管理者：平日 2時間作業療法士が介入しご利用者様一人ひとり

個別機能訓練計画書を作成している。また今期デイサービスでは

エルゴメーターを購入した。作業療法士が中心となり利用者とコ

ミュニケーションを図りながら下肢運動を実施している。 

（ご家族からの感想） 

・利用開始当初は退院後ということもあり要介護 3の認定を受け

ていたが今回の介護保険更新では要介護 1となった。デイサービ

スで色々な人との出会いや関わりが本人にとって良い刺激とな

って今回の介護度の改善につながったと思っている。デイサービ

スからの帰宅後は歌を口ずさんでいる。 

・デイサービスで実施している料理教室やお花見、誕生会等行事



はありがたい。 

・少しずつ認知機能面は低下しているが、本人（ご利用者様）は

デイサービスで楽しく過ごしている様子が分かり安心した。 

・本人は（ご利用者様）普段からデイサービスの利用日を忘れる

が、デイサービスに行くと楽しそうに過ごしている様子が写真か

ら見てとれ、家族として安心できる。 

（民生委員より） 

・地域にデイサービスすみれのご利用者様で、要介護 1→要支援

1になった方がいる。デイサービスを利用するまでは、地域のゴ

ミを勝手に移動するなど迷惑をかけていたがデイサービスに行

くことで色々な人と関わることで改善された。介護度の変更から

デイサービスに行く日が減ったが、地域のミニデイにお誘いし現

在ミニデイとデイサービスを利用している。最初は促しが必要だ

ったが現在では月 3回地域のミニデイに自らすすんで通い、地域

との交流も持つことができている。心身ともに元気になってい

る。 

要望 

意見 

助言 等 

（要望） 

・閉じこもりがちな男性が外に出やすいコミュニティーがあった

ら家族はとても助かる 

・豊見城市のオレンジカフェがもっと地域に浸透してほしい。利

用する人が増えてほしい。 

その他 （出席者の皆様より情報提供） 

・6 月 20 日木曜日オレンジカフェでは、9 月のアルツハイマー

月間に配布するマリーゴールドの植え付け予定（場所：おもとと

よみの杜）がある。オレンジカフェに参加し自分で植えたマリー

ゴールドはもらうことができる。 

・介護保険で貸与可能な「認知症徘徊感知器 ITSUMO」という

サービスがある。対象者が靴を履く振動を感知しブザーでお知ら

せしてくれる。2週間お試し可能 

・高齢者が安心して生活できるように「とみゅ Car」が豊見城市

役所、社会福祉協議会、自治会に 3台あり高齢者の移動支援に活

用されている（豊見城市とトヨタが提携したカーシェア事業の収

益がとみゅ Carの運営費に充てられる） 

 

 

 


